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井上ほか (2012) は超新星残骸において, “衝撃波と高密度星間ガスの相互作用”により磁場が増幅され, シンク
ロトロンX線を増光させることを示した. この現象は佐野ほか (2013) により SNR RX J1713.7−3946 における
X線と分子雲分布の ∼0.1–2 pc の反相関関係として観測的に示された. また, 原子雲の空間分布も重要であるこ
とが示唆されている. 現象の普遍性を探るためには, 様々な性質の SNR やその複合体での追検証が必要である.
30 Doradus C は, 大マゼラン雲に位置する直径 ∼ 80 pc の SNR 複合体 (スーパーバブル) であり, シンクロ

トロン X 線で明るい特徴を持つ. これまでに我々は, ASTE による CO(J = 3–2) 観測により付随分子雲を特定
し、X線強度ピークと ∼ 5 pc の空間的相関を示した (日本天文学会 2016年秋季年会 山根ほか).
今回我々は, 新たに ALMA と ATCA を用いて 12CO(J = 1–0) 及び Hi の高空間分解能観測を行った. 前者は

ALMA Cycle 3 で 12 m 及び ACA を用いて取得し (PI: Sano, 2015.1.01232.S), 分解能は ∼ 3′′ (∼ 0.7 pc) であ
る. 後者は ATCA による長基線観測 (基線長 6 km ほか) を行い, Kim ほか (2003) の Hi データとコンバインす
ることで, 分解能 ∼ 12′′ (∼ 3 pc) を達成した. Chandra X線と空間分布を比較した結果, 北西のシンクロトロ
ン X線シェルに沿った, 幅 ∼ 2 pc, 長さ ∼ 25 pcにわたる COのフィラメント構造が VLSR ∼ 270 km s−1 にみ
られた. CO はX線強度ピークを取り囲むように, ∼ 1–2 pc もしくはそれ以下の距離離れて相補的に分布してい
た. Hi も同様に VLSR ∼ 270 km s−1付近で X線と相補的な空間分布を示した. 以上の結果から本講演では, 30
Doradus Cにおける衝撃波–星間ガス相互作用について, 分子雲・原子雲両方を考慮して論じる.


